
(57)【要約】

【課題】単純に形成されかつ廉価に製造可能であるよう

な、構成スペースに関して最適化されたトルク伝達装置

を提供する。

【解決手段】入力部分１７および出力部分３４を有する

振動減衰装置８が、駆動ユニット３の出力軸とクラッチ

装置６との間に接続されており、クラッチ装置が、該ク

ラッチ装置を収容する容積を仕切っていて、かつ変速機

ハウジング区分２４に支持されているクラッチカバー２

０を有しており、振動減衰装置８が、クラッチカバー２

０により仕切られた、クラッチ装置を収容する容積内に

配置されており、振動減衰装置８の入力部分１７も、振

動減衰装置８の出力部分３４もしくはクラッチ装置の入

力部分３６，３８も、半径方向で前記クラッチカバー２

０に支承されているか、もしくは支持されている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 出 力 軸 、 特 に ク ラ ン ク 軸 を 備 え た 駆 動 ユ ニ ッ ト （ ３ ） 、 特 に 内 燃 機 関 と 、 少 な く と も １
つ の 変 速 機 入 力 軸 （ ９ ４ ） 、 特 に ２ つ の 変 速 機 入 力 軸 （ ４ ７ ， ５ ９ ） を 備 え た 変 速 機 （ ５
） と の 間 で の ト ル ク 伝 達 の た め の 、 自 動 車 の パ ワ ー ト レ ー ン に 設 け ら れ た ト ル ク 伝 達 装 置
で あ っ て 、 少 な く と も １ つ の ク ラ ッ チ 装 置 （ ６ ） と 、 入 力 部 分 （ １ ７ ） お よ び 出 力 部 分 （
３ ４ ） を 有 す る 少 な く と も １ つ の 振 動 減 衰 装 置 （ ８ ） と が 設 け ら れ て お り 、 該 振 動 減 衰 装
置 （ ８ ） が 、 駆 動 ユ ニ ッ ト （ ３ ） の 出 力 軸 と ク ラ ッ チ 装 置 （ ６ ） と の 間 に 接 続 さ れ て お り
、 ク ラ ッ チ 装 置 （ ６ ） が 、 該 ク ラ ッ チ 装 置 （ ６ ） を 収 容 す る 容 積 を 仕 切 っ て い て 、 か つ 変
速 機 ハ ウ ジ ン グ 区 分 （ ２ ４ ） に 支 持 さ れ て い る ク ラ ッ チ ハ ウ ジ ン グ 区 分 （ ２ ０ ） 、 特 に ク
ラ ッ チ カ バ ー を 有 し て お り 、 振 動 減 衰 装 置 （ ８ ） が 、 前 記 ク ラ ッ チ ハ ウ ジ ン グ 区 分 （ ２ ０
） に よ り 仕 切 ら れ た 、 ク ラ ッ チ 装 置 （ ６ ） を 収 容 す る 容 積 内 に 配 置 さ れ て い る 形 式 の も の
に お い て 、 振 動 減 衰 装 置 （ ８ ） の 入 力 部 分 （ １ ７ ） も 、 振 動 減 衰 装 置 （ ８ ） の 出 力 部 分 （
３ ４ ） も し く は ク ラ ッ チ 装 置 （ ６ ） の 入 力 部 分 （ ３ ６ ， ３ ８ ） も 、 半 径 方 向 で 前 記 ク ラ ッ
チ ハ ウ ジ ン グ 区 分 （ ２ ０ ） に 支 承 さ れ て い る か 、 も し く は 支 持 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る ト ル ク 伝 達 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 出 力 軸 、 特 に ク ラ ン ク 軸 を 備 え た 駆 動 ユ ニ ッ ト （ ３ ） 、 特 に 内 燃 機 関 と 、 少 な く と も １
つ の 変 速 機 入 力 軸 （ ９ ４ ） 、 特 に ２ つ の 変 速 機 入 力 軸 （ ４ ７ ， ５ ９ ） を 備 え た 変 速 機 （ ５
） と の 間 で の ト ル ク 伝 達 の た め の 、 自 動 車 の パ ワ ー ト レ ー ン に 設 け ら れ た ト ル ク 伝 達 装 置
で あ っ て 、 少 な く と も １ つ の ク ラ ッ チ 装 置 （ ６ ） と 、 入 力 部 分 （ １ ７ ） お よ び 出 力 部 分 （
３ ４ ） を 有 す る 少 な く と も １ つ の 振 動 減 衰 装 置 （ ８ ） と が 設 け ら れ て お り 、 該 振 動 減 衰 装
置 （ ８ ） が 、 駆 動 ユ ニ ッ ト （ ３ ） の 出 力 軸 と ク ラ ッ チ 装 置 （ ６ ） と の 間 に 接 続 さ れ て お り
、 ク ラ ッ チ 装 置 （ ６ ） が 、 該 ク ラ ッ チ 装 置 （ ６ ） を 収 容 す る 容 積 を 仕 切 っ て い て 、 か つ 変
速 機 ハ ウ ジ ン グ 区 分 （ ２ ４ ） に 支 持 さ れ て い る ク ラ ッ チ ハ ウ ジ ン グ 区 分 （ ２ ０ ） 、 特 に ク
ラ ッ チ カ バ ー を 有 し て お り 、 振 動 減 衰 装 置 （ ８ ） が 、 前 記 ク ラ ッ チ ハ ウ ジ ン グ 区 分 （ ２ ０
） に よ り 仕 切 ら れ た 、 ク ラ ッ チ 装 置 （ ６ ） を 収 容 す る 容 積 内 に 配 置 さ れ て い る 形 式 の も の
に お い て 、 振 動 減 衰 装 置 （ ８ ） が 、 ク ラ ッ チ 装 置 （ ６ ） に 対 し て 半 径 方 向 外 側 で か つ 軸 方
向 で ク ラ ッ チ 装 置 （ ６ ） に 対 し て オ ー バ ラ ッ プ す る よ う に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 、 特 に 請 求 項 １ 記 載 の ト ル ク 伝 達 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 出 力 軸 、 特 に ク ラ ン ク 軸 を 備 え た 駆 動 ユ ニ ッ ト （ ３ ） 、 特 に 内 燃 機 関 と 、 少 な く と も １
つ の 変 速 機 入 力 軸 （ ９ ４ ） 、 特 に ２ つ の 変 速 機 入 力 軸 （ ４ ７ ， ５ ９ ） を 備 え た 変 速 機 （ ５
） と の 間 で の ト ル ク 伝 達 の た め の 、 自 動 車 の パ ワ ー ト レ ー ン に 設 け ら れ た ト ル ク 伝 達 装 置
で あ っ て 、 少 な く と も １ つ の ク ラ ッ チ 装 置 （ ６ ） と 、 入 力 部 分 （ １ ７ ） お よ び 出 力 部 分 （
３ ４ ） を 有 す る 少 な く と も １ つ の 振 動 減 衰 装 置 （ ８ ） と が 設 け ら れ て お り 、 該 振 動 減 衰 装
置 （ ８ ） が 、 駆 動 ユ ニ ッ ト （ ３ ） の 出 力 軸 と ク ラ ッ チ 装 置 （ ６ ） と の 間 に 接 続 さ れ て お り
、 ク ラ ッ チ 装 置 （ ６ ） が 、 該 ク ラ ッ チ 装 置 （ ６ ） を 収 容 す る 容 積 を 仕 切 っ て い て 、 か つ 変
速 機 ハ ウ ジ ン グ 区 分 （ ２ ４ ） に 支 持 さ れ て い る ク ラ ッ チ ハ ウ ジ ン グ 区 分 （ ２ ０ ） 、 特 に ク
ラ ッ チ カ バ ー を 有 し て お り 、 振 動 減 衰 装 置 （ ８ ） が 、 前 記 ク ラ ッ チ ハ ウ ジ ン グ 区 分 （ ２ ０
） に よ り 仕 切 ら れ た 、 ク ラ ッ チ 装 置 （ ６ ） を 収 容 す る 容 積 内 に 配 置 さ れ て い る 形 式 の も の
に お い て 、 振 動 減 衰 装 置 （ ８ ） の 入 力 部 分 （ １ ７ ） が 振 動 減 衰 装 置 ケ ー ジ （ ３ ０ ） を 有 し
て お り 、 該 振 動 減 衰 装 置 ケ ー ジ （ ３ ０ ） 内 に 複 数 の ば ね 装 置 （ ３ ２ ） が 少 な く と も 部 分 的
に 収 容 さ れ て お り 、 該 ば ね 装 置 （ ３ ２ ） 内 に 振 動 減 衰 装 置 （ ８ ） の 出 力 部 分 （ ３ ４ ） が 係
合 し て い る こ と を 特 徴 と す る 、 特 に 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の ト ル ク 伝 達 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 振 動 減 衰 装 置 （ ８ ） の 入 力 部 分 （ １ ７ ） が ハ ブ 部 分 （ １ ５ ） に 溶 接 さ れ て お り 、 該 ハ ブ
部 分 （ １ ５ ） が 半 径 方 向 で 前 記 ク ラ ッ チ ハ ウ ジ ン グ 区 分 （ ２ ０ ） に 支 承 さ れ て い る 、 請 求
項 １ か ら ３ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の ト ル ク 伝 達 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
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　 前 記 ハ ブ 部 分 （ １ ５ ） が ハ ブ 支 承 部 分 （ １ ２ １ ） を 有 し て お り 、 該 ハ ブ 支 承 部 分 （ １ ２
１ ） が 内 側 で 円 錐 形 に 形 成 さ れ て い て 、 内 歯 列 を 備 え て お り 、 該 内 歯 列 が 、 カ ッ プ リ ン グ
部 分 （ １ ２ ４ ） に 形 成 さ れ て い る 外 歯 列 と 噛 み 合 っ て お り 、 該 カ ッ プ リ ン グ 部 分 （ １ ２ ４
） が 、 前 記 ハ ブ 支 承 部 分 （ １ ２ １ ） の 円 錐 体 に 対 し て 相 補 的 に 形 成 さ れ て い る 区 分 を 有 し
て い る 、 請 求 項 ４ 記 載 の ト ル ク 伝 達 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 カ ッ プ リ ン グ 部 分 （ １ ２ ４ ） が 、 特 に ね じ 結 合 部 （ １ ２ ８ ， １ ３ ６ ） を 用 い て 繰 返
し 破 壊 な し に 分 離 可 能 に ハ ブ 支 承 部 分 （ １ ２ １ ） に 固 定 さ れ て い る 、 請 求 項 ５ 記 載 の ト ル
ク 伝 達 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 振 動 減 衰 装 置 （ ８ ） の 出 力 部 分 （ ３ ４ ， ３ ６ ， ３ ８ ） が 、 特 に 軸 方 向 で も 半 径 方 向 で も
ハ ブ 部 分 （ １ ５ ） に 支 承 さ れ て い る 、 請 求 項 ４ か ら ６ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の ト ル ク 伝
達 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 ク ラ ッ チ 装 置 （ ６ ） が 、 湿 式 作 動 型 の ク ラ ッ チ 機 構 （ ４ ２ ， ５ ４ ） 、 特 に 多 板 式 ク ラ ッ
チ 機 構 を 有 し て い る 、 請 求 項 １ か ら ７ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の ト ル ク 伝 達 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 湿 式 作 動 型 の ２ つ の ク ラ ッ チ 機 構 （ ４ ２ ， ５ ４ ） が 、 互 い に 同 軸 的 に か つ 軸 方 向 で 互 い
に オ ー バ ラ ッ プ し て 配 置 さ れ て い る 、 請 求 項 １ か ら ８ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の ト ル ク 伝
達 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 １ か ら ９ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の ト ル ク 伝 達 装 置 を 備 え た 、 自 動 車 の パ ワ ー ト
レ ー ン 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 出 力 軸 、 特 に ク ラ ン ク 軸 を 備 え た 駆 動 ユ ニ ッ ト 、 特 に 内 燃 機 関 と 、 少 な く と
も １ つ の 変 速 機 入 力 軸 、 特 に ２ つ の 変 速 機 入 力 軸 を 備 え た 変 速 機 と の 間 で の ト ル ク 伝 達 の
た め の 、 自 動 車 の パ ワ ー ト レ ー ン に 設 け ら れ た ト ル ク 伝 達 装 置 で あ っ て 、 少 な く と も １ つ
の ク ラ ッ チ 装 置 と 、 入 力 部 分 お よ び 出 力 部 分 を 有 す る 少 な く と も １ つ の 振 動 減 衰 装 置 と が
設 け ら れ て お り 、 該 振 動 減 衰 装 置 が 、 駆 動 ユ ニ ッ ト の 出 力 軸 と ク ラ ッ チ 装 置 と の 間 に 接 続
さ れ て お り 、 ク ラ ッ チ 装 置 が 、 該 ク ラ ッ チ 装 置 を 収 容 す る 容 積 を 仕 切 っ て い て 、 か つ 変 速
機 ハ ウ ジ ン グ 区 分 に 支 持 さ れ て い る ク ラ ッ チ ハ ウ ジ ン グ 区 分 、 特 に ク ラ ッ チ カ バ ー を 有 し
て お り 、 振 動 減 衰 装 置 が 、 前 記 ク ラ ッ チ ハ ウ ジ ン グ 区 分 に よ り 仕 切 ら れ た 、 ク ラ ッ チ 装 置
を 収 容 す る 容 積 内 に 配 置 さ れ て い る 形 式 の も の に 関 す る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 発 明 の 課 題 は 、 上 で 述 べ た 形 式 の ト ル ク 伝 達 装 置 を 改 良 し て 、 単 純 に 形 成 さ れ か つ 廉
価 に 製 造 可 能 で あ る よ う な 、 構 成 ス ペ ー ス に 関 し て 最 適 化 さ れ た ト ル ク 伝 達 装 置 を 提 供 す
る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 課 題 は 、 出 力 軸 、 特 に ク ラ ン ク 軸 を 備 え た 駆 動 ユ ニ ッ ト 、 特 に 内 燃 機 関 と 、 少 な く
と も １ つ の 変 速 機 入 力 軸 、 特 に ２ つ の 変 速 機 入 力 軸 を 備 え た 変 速 機 と の 間 で の ト ル ク 伝 達
の た め の 、 自 動 車 の パ ワ ー ト レ ー ン に 設 け ら れ た ト ル ク 伝 達 装 置 で あ っ て 、 少 な く と も １
つ の ク ラ ッ チ 装 置 と 、 入 力 部 分 お よ び 出 力 部 分 を 有 す る 少 な く と も １ つ の 振 動 減 衰 装 置 と
が 設 け ら れ て お り 、 該 振 動 減 衰 装 置 が 、 駆 動 ユ ニ ッ ト の 出 力 軸 と ク ラ ッ チ 装 置 と の 間 に 接
続 さ れ て お り 、 ク ラ ッ チ 装 置 が 、 該 ク ラ ッ チ 装 置 を 収 容 す る 容 積 を 仕 切 っ て い て 、 か つ 変
速 機 ハ ウ ジ ン グ 区 分 に 支 持 さ れ て い る ク ラ ッ チ ハ ウ ジ ン グ 区 分 、 特 に ク ラ ッ チ カ バ ー を 有
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し て お り 、 振 動 減 衰 装 置 が 、 前 記 ク ラ ッ チ ハ ウ ジ ン グ 区 分 に よ り 仕 切 ら れ た 、 ク ラ ッ チ 装
置 を 収 容 す る 容 積 内 に 配 置 さ れ て い る 形 式 の も の に お い て 、 振 動 減 衰 装 置 の 入 力 部 分 も 、
振 動 減 衰 装 置 の 出 力 部 分 も し く は ク ラ ッ チ 装 置 の 入 力 部 分 も 、 半 径 方 向 で 直 接 的 ま た は 間
接 的 に 前 記 ク ラ ッ チ ハ ウ ジ ン グ 区 分 に 支 承 さ れ て い る か 、 も し く は 支 持 さ れ て い る こ と に
よ り 解 決 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 振 動 減 衰 装 置 は ダ ブ ル マ ス フ ラ イ ホ イ ー ル （ ２ 質 量 体 は ず み 車 ） で あ る と 有 利 で あ る 。
振 動 減 衰 装 置 の 本 発 明 に よ る 支 承 形 式 に よ り 、 振 動 減 衰 装 置 の 入 力 部 分 お よ び ／ ま た は 出
力 部 分 と 変 速 機 入 力 軸 ま た は 内 燃 機 関 の 出 力 軸 と の 間 の 支 承 装 置 を 不 要 に す る こ と が で き
る 。 さ ら に 、 内 燃 機 関 の 出 力 軸 か ら 変 速 機 入 力 軸 ま で の 公 差 鎖 （ Toleranzkette） が 減 じ
ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 で 挙 げ た 課 題 は 、 冒 頭 で 述 べ た 形 式 の ト ル ク 伝 達 装 置 に お い て 、 振 動 減 衰 装 置 が 、 ク
ラ ッ チ 装 置 に 対 し て 半 径 方 向 外 側 で か つ 軸 方 向 で ク ラ ッ チ 装 置 に 対 し て オ ー バ ラ ッ プ す る
よ う に 配 置 さ れ て い る こ と に よ っ て も 解 決 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 軸 方 向 に お い て 構 成 ス ペ
ー ス を 節 約 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 で 挙 げ た 課 題 は 、 冒 頭 で 述 べ た 形 式 の ト ル ク 伝 達 装 置 に お い て 、 振 動 減 衰 装 置 の 入 力
部 分 が 振 動 減 衰 装 置 ケ ー ジ を 有 し て お り 、 該 振 動 減 衰 装 置 ケ ー ジ 内 に 複 数 の ば ね 装 置 が 少
な く と も 部 分 的 に 収 容 さ れ て お り 、 該 ば ね 装 置 内 に 振 動 減 衰 装 置 の 出 力 部 分 が 係 合 し て い
る こ と に よ っ て も 解 決 さ れ る 。 振 動 減 衰 装 置 ケ ー ジ を 起 点 と し て 延 び る 、 ほ ぼ 円 環 状 デ ィ
ス ク 形 の 結 合 部 分 が 、 軸 方 向 で 見 て 前 記 ク ラ ッ チ ハ ウ ジ ン グ 区 分 と ク ラ ッ チ 装 置 と の 間 に
配 置 さ れ て い る と 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ る ト ル ク 伝 達 装 置 の 有 利 な 実 施 態 様 で は 、 振 動 減 衰 装 置 の 入 力 部 分 が ハ ブ 部
分 に 溶 接 さ れ て お り 、 該 ハ ブ 部 分 が 半 径 方 向 で 前 記 ク ラ ッ チ ハ ウ ジ ン グ 区 分 に 支 承 さ れ て
い る 。 ハ ブ 部 分 は 振 動 減 衰 装 置 の 入 力 部 分 と 一 体 に 形 成 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ る ト ル ク 伝 達 装 置 の 別 の 有 利 な 実 施 態 様 で は 、 前 記 ハ ブ 部 分 が ハ ブ 支 承 部 分
を 有 し て お り 、 該 ハ ブ 支 承 部 分 が 内 側 で 円 錐 形 に 形 成 さ れ て い て 、 内 歯 列 を 備 え て お り 、
該 内 歯 列 が 、 カ ッ プ リ ン グ 部 分 に 形 成 さ れ て い る 外 歯 列 と 噛 み 合 っ て お り 、 該 カ ッ プ リ ン
グ 部 分 が 、 前 記 ハ ブ 支 承 部 分 の 円 錐 体 に 対 し て 相 補 的 に 形 成 さ れ て い る 区 分 を 有 し て い る
。 歯 列 を 備 え た 、 互 い に 噛 み 合 わ さ れ た 円 錐 形 の 区 分 を 介 し て 、 ハ ブ 部 分 に お け る カ ッ プ
リ ン グ 部 分 の 着 脱 自 在 な 固 定 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ る ト ル ク 伝 達 装 置 の さ ら に 別 の 有 利 な 実 施 態 様 で は 、 前 記 カ ッ プ リ ン グ 部 分
が 、 特 に ね じ 結 合 部 を 用 い て 、 繰 返 し 破 壊 な し に 分 離 可 能 に ハ ブ 支 承 部 分 に 固 定 さ れ て い
る 。 し か し 、 カ ッ プ リ ン グ 部 分 は ハ ブ 部 分 と 一 体 に 形 成 さ れ て い る か 、 ま た は ハ ブ 部 分 と
溶 接 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ る ト ル ク 伝 達 装 置 の さ ら に 別 の 有 利 な 実 施 態 様 で は 、 振 動 減 衰 装 置 の 出 力 部
分 が 、 特 に 軸 方 向 で も 半 径 方 向 で も ハ ブ 部 分 に 支 承 さ れ て い る 。 こ の 目 的 の た め に は 、 ハ
ブ 部 分 に ほ ぼ 円 環 状 デ ィ ス ク 形 の 凹 部 が 設 け ら れ て い て よ い 。 こ の 凹 部 は 方 形 の 横 断 面 を
有 し て お り 、 こ の 凹 部 内 に 、 出 力 部 分 に 形 成 さ れ た 、 ほ ぼ 相 補 的 に 形 成 さ れ た 隆 起 部 も し
く は 凸 部 が 係 合 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ る ト ル ク 伝 達 装 置 の さ ら に 別 の 有 利 な 実 施 態 様 で は 、 ク ラ ッ チ 装 置 が 、 湿 式
作 動 型 の ク ラ ッ チ 機 構 、 特 に 多 板 式 ク ラ ッ チ 機 構 を 有 し て い る 。 こ の ク ラ ッ チ 機 構 が ２ つ
の 湿 式 作 動 型 の ク ラ ッ チ 機 構 を 有 し て い る と 有 利 で あ る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ る ト ル ク 伝 達 装 置 の さ ら に 別 の 有 利 な 実 施 態 様 で は 、 湿 式 作 動 型 の ２ つ の ク
ラ ッ チ 機 構 が 、 互 い に 同 軸 的 に か つ 軸 方 向 で 互 い に オ ー バ ラ ッ プ し て 配 置 さ れ て い る 。 こ
れ に よ り 、 軸 方 向 に お い て 構 成 ス ペ ー ス を 節 約 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 自 動 車 の パ ワ ー ト レ ー ン で は 、 前 で 挙 げ た 課 題 が 、 前 で 説 明 し た ト ル ク 伝 達 装 置 の 組 込
み に よ っ て 解 決 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 利 点 、 特 徴 お よ び 詳 細 は 、 以 下 に 図 面 に つ き 詳 し く 説 明 す る 種 々 の
実 施 例 に 記 載 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 特 許 請 求 の 範 囲 お よ び 発 明 の 詳 細 な 説 明 で 述 べ た 特
徴 は 、 そ れ ぞ れ 単 独 の 形 で も 、 ま た は 任 意 に 組 み 合 わ さ れ た 形 で も 本 発 明 に と っ て 重 要 と
な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 に 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 図 面 に つ き 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ に は 、 自 動 車 の パ ワ ー ト レ ー ン １ の 一 部 が 図 示 さ れ て い る 。 駆 動 ユ ニ ッ ト ３ 、 特 に
内 燃 機 関 と 、 変 速 機 ５ と の 間 に は 、 多 板 構 造 の 湿 式 作 動 型 の ツ イ ン ク ラ ッ チ ６ が 配 置 さ れ
て い る 。 駆 動 ユ ニ ッ ト ３ と ツ イ ン ク ラ ッ チ ６ と の 間 に は 、 振 動 減 衰 装 置 ８ が 接 続 さ れ て い
る 。 こ の 振 動 減 衰 装 置 ８ は ダ ブ ル マ ス フ ラ イ ホ イ ー ル で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 駆 動 ユ ニ ッ ト ３ の 出 力 軸 （ 図 示 し な い ） は 駆 動 出 力 部 分 １ ０ と 連 結 さ れ て い る 。 こ の 駆
動 出 力 部 分 １ ０ は ほ ぼ 、 半 径 方 向 に 延 び る 円 環 状 デ ィ ス ク の 形 を 有 し て お り 、 こ の 円 環 状
デ ィ ス ク に は 半 径 方 向 外 側 で ス タ ー タ リ ン グ ギ ヤ １ １ が 溶 接 さ れ て い る 。 駆 動 出 力 部 分 １
０ は ね じ 結 合 部 １ ２ （ 駆 動 出 力 部 分 １ ０ の 全 周 に わ た っ て 均 一 に 分 配 さ れ て 配 置 さ れ て い
る 複 数 の ね じ 結 合 部 の う ち の １ つ ） を 介 し て 結 合 部 分 １ ４ に 相 対 回 動 不 能 に 結 合 さ れ て い
る 。 こ の 結 合 部 分 １ ４ に は 、 半 径 方 向 内 側 で ハ ブ 部 分 １ ５ が 溶 接 さ れ て い る 。 こ の ハ ブ 部
分 １ ５ に は 、 振 動 減 衰 装 置 ８ の 入 力 部 分 １ ７ が 溶 接 さ れ て い る 。 ハ ブ 部 分 １ ５ の 半 径 方 向
外 側 で か つ 軸 方 向 で 結 合 部 分 １ ４ と 振 動 減 衰 装 置 ８ の 入 力 部 分 １ ７ と の 間 に は 、 ク ラ ッ チ
カ バ ー ２ ０ が 配 置 さ れ て い る 。 こ の ク ラ ッ チ カ バ ー ２ ０ は ほ ぼ 半 径 方 向 に 延 び て い る 。 ク
ラ ッ チ カ バ ー ２ ０ は 、 シ ー ル 部 材 ２ １ を 挟 ん で ギ ヤ ボ ッ ク ス 区 分 も し く は 変 速 機 ハ ウ ジ ン
グ 区 分 ２ ４ （ 図 １ に 二 点 鎖 線 に よ り 示 す ） に 支 持 さ れ て い る 。 変 速 機 ハ ウ ジ ン グ 区 分 ２ ４
お よ び こ の 変 速 機 ハ ウ ジ ン グ 区 分 ２ ４ に 支 持 さ れ た ク ラ ッ チ カ バ ー ２ ０ は 、 自 動 車 の 支 持
構 造 体 に 定 位 置 に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ク ラ ッ チ カ バ ー ２ ０ は 半 径 方 向 内 側 に 、 ほ ぼ 円 筒 ジ ャ ケ ッ ト 形 の 支 承 体 ２ ５ を 有 し て い
る 。 ク ラ ッ チ カ バ ー ２ ０ の 支 承 体 ２ ５ と ハ ブ 部 分 １ ５ と の 間 に は 、 駆 動 ユ ニ ッ ト ３ 寄 り の
側 で は シ ー ル 装 置 ２ ６ 、 特 に 半 径 方 向 軸 シ ー ル リ ン グ が 配 置 さ れ て い る 。 変 速 機 ５ 寄 り の
側 で は ク ラ ッ チ カ バ ー ２ ０ の 支 承 体 ２ ５ と ハ ブ 部 分 １ ５ と の 間 に 半 径 方 向 支 承 装 置 ２ ８ 、
特 に 深 溝 形 玉 軸 受 け が 配 置 さ れ て い る 。 半 径 方 向 支 承 装 置 ２ ８ は 軸 方 向 で 駆 動 ユ ニ ッ ト ３
に 向 か っ て 段 部 ２ ７ に 支 持 さ れ て い る 。 こ の 段 部 ２ ７ は ク ラ ッ チ カ バ ー ２ ０ に 設 け ら れ た
支 承 体 ２ ５ の 半 径 方 向 内 側 で ほ ぼ 真 ん 中 で 全 周 に わ た っ て 環 状 に 延 び て い る 。 半 径 方 向 支
承 装 置 ２ ８ に よ り 、 ハ ブ 部 分 １ ５ は ク ラ ッ チ カ バ ー ２ ０ に 支 承 さ れ て い る 。 ク ラ ッ チ カ バ
ー ２ ０ の 支 承 体 ２ ５ に 設 け ら れ た 段 部 ２ ７ に お け る 支 持 に 基 づ き 、 軸 方 向 で 駆 動 ユ ニ ッ ト
３ へ 向 か う 方 向 に お け る 支 持 も 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 振 動 減 衰 装 置 ８ の 入 力 部 分 １ ７ の 半 径 方 向 外 側 に は 、 付 加 質 量 体 も し く は 付 加 マ ス ２ ９
が 固 定 さ れ て い る 。 振 動 減 衰 装 置 ８ の 入 力 部 分 １ ７ に お け る 付 加 マ ス ２ ９ の 固 定 は 、 図 １
に 示 し た よ う に 溶 接 結 合 に よ り 行 わ れ る と 有 利 で あ る 。 さ ら に 、 振 動 減 衰 装 置 ８ の 入 力 部
分 １ ７ に は 、 振 動 減 衰 ケ ー ジ ３ ０ が 固 定 さ れ て い る 。 こ の 振 動 減 衰 ケ ー ジ ３ ０ に は 、 周 方
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向 に 延 び る 複 数 の ば ね 装 置 ３ ２ が 収 容 さ れ て い る 。 こ れ ら の ば ね 装 置 ３ ２ 内 に は 、 振 動 減
衰 装 置 ８ の 出 力 部 分 ３ ４ （ 図 １ に 破 線 に よ り 示 す ） が 係 合 し て い る 。 こ の 出 力 部 分 ３ ４ は
結 合 部 分 ３ ６ に 固 定 さ れ て お り 、 こ の 結 合 部 分 ３ ６ は ク ラ ッ チ 入 力 部 分 を 形 成 し て い る 。
振 動 減 衰 装 置 ８ の 出 力 部 分 ３ ４ は ク ラ ッ チ 入 力 部 分 ３ ６ と 一 体 に 形 成 さ れ て い て も よ い 。
ク ラ ッ チ 入 力 部 分 ３ ６ は 半 径 方 向 内 側 で 支 承 ポ ッ ト ３ ８ へ 移 行 し て い る 。 こ の 支 承 ポ ッ ト
３ ８ は 、 ハ ブ 部 分 １ ５ の 、 変 速 機 ５ 寄 り の 側 に 設 け ら れ た 、 相 補 的 に 形 成 さ れ た 支 承 切 欠
き ４ ０ 内 に 半 径 方 向 で も 軸 方 向 で も 支 承 さ れ て い る か 、 も し く は 駆 動 ユ ニ ッ ト ３ に 向 か っ
て 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ク ラ ッ チ 入 力 部 分 ３ ６ は 第 １ の 多 板 式 ク ラ ッ チ 機 構 ４ ２ の 外 側 多 板 支 持 体 ４ １ と 一 体 に
結 合 さ れ て い る 。 外 側 多 板 支 持 体 ４ １ の 半 径 方 向 内 側 に は 、 内 側 多 板 支 持 体 ４ ４ が 配 置 さ
れ て お り 、 こ の 内 側 多 板 支 持 体 ４ ４ は ハ ブ 部 分 ４ ６ に 固 定 さ れ て い る 。 第 １ の 多 板 ク ラ ッ
チ 機 構 ４ ２ の こ の ハ ブ 部 分 ４ ６ は 第 １ の 変 速 機 入 力 軸 ４ ７ と 相 対 回 動 不 能 に 結 合 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ク ラ ッ チ 入 力 部 分 ３ ６ は 結 合 部 分 ５ ０ を 介 し て 、 第 ２ の 多 板 式 ク ラ ッ チ 機 構 ５ ４ の 外 側
多 板 支 持 体 ５ ２ に 相 対 回 動 不 能 に 結 合 さ れ て い る 。 結 合 部 分 ５ ０ に は 半 径 方 向 外 側 で 付 加
マ ス ５ １ が 固 定 さ れ て い る 。 第 ２ の 多 板 式 ク ラ ッ チ 機 構 ５ ４ は 第 １ の 多 板 式 ク ラ ッ チ 機 構
４ ２ の 半 径 方 向 内 側 に 配 置 さ れ て い る 。 両 多 板 式 ク ラ ッ チ 機 構 ４ ２ ， ５ ４ は 軸 方 向 で 完 全
に 互 い に オ ー バ ラ ッ プ し て い る 。 第 ２ の 多 板 式 ク ラ ッ チ 機 構 ５ ４ は 内 側 多 板 支 持 体 ５ ６ を
有 し て お り 、 こ の 内 側 多 板 支 持 体 ５ ６ は ハ ブ 部 分 ５ ８ に 固 定 さ れ て い る 。 こ の ハ ブ 部 分 ５
８ は 第 ２ の 変 速 機 入 力 軸 ５ ９ に 相 対 回 動 不 能 に 結 合 さ れ て お り 、 こ の 第 ２ の 変 速 機 入 力 軸
５ ９ は 中 空 軸 と し て 形 成 さ れ て い る 。 こ の 中 空 軸 ５ ９ 内 に は 、 第 １ の 変 速 機 入 力 軸 ４ ７ が
回 転 可 能 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 両 多 板 式 ク ラ ッ チ 機 構 ５ ４ ， ４ ２ は 操 作 レ バ ー ６ １ ， ６ ２ を 介 し て 操 作 さ れ る 。 こ れ ら
の 操 作 レ バ ー ６ １ ， ６ ２ の 半 径 方 向 内 側 の 端 部 は 操 作 支 承 部 ６ ５ ， ６ ６ に 支 持 さ れ て い る
。 こ れ ら の 操 作 支 承 部 ６ ５ ， ６ ６ は 操 作 ピ ス ト ン ６ ７ ， ６ ８ を 用 い て 軸 方 向 に 操 作 さ れ る
。 操 作 ピ ス ト ン ６ ７ ， ６ ８ は 、 ク ラ ッ チ 入 力 部 分 ３ ６ と 一 緒 に 回 転 す る 操 作 レ バ ー ６ １ ，
６ ２ に 対 し て 定 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ２ に は 、 ク ラ ッ チ カ バ ー ８ ０ の １ 区 分 が 縦 断 面 図 で 示 さ れ て い る 。 こ の ク ラ ッ チ カ バ
ー ８ ０ は 半 径 方 向 内 側 で 支 承 体 ８ １ と 一 体 に 結 合 さ れ て い る 。 ク ラ ッ チ カ バ ー ８ ０ は ２ つ
の 結 合 部 分 ８ ２ ， ８ ５ の 間 に 配 置 さ れ て お り 、 両 結 合 部 分 ８ ２ ， ８ ５ は ク ラ ッ チ カ バ ー ８
０ に 関 し て 半 径 方 向 内 側 で 溶 接 シ ー ム ８ ６ に よ っ て 互 い に 固 定 さ れ て い る 。 こ の 溶 接 シ ー
ム ８ ６ は 半 径 方 向 内 側 で 部 分 的 に 支 承 装 置 ８ ８ の 下 に 位 置 し て お り 、 こ の 支 承 装 置 ８ ８ は
半 径 方 向 で 見 て ク ラ ッ チ カ バ ー ８ ０ の 支 承 体 ８ １ と 、 結 合 部 分 ８ ２ ， ８ ５ に 設 け ら れ た 、
軸 方 向 に 延 び る 固 定 区 分 と の 間 に 配 置 さ れ て い る 。 支 承 装 置 ８ ８ は 深 溝 形 玉 軸 受 け で あ り
、 こ の 深 溝 形 玉 軸 受 け は 軸 方 向 で ク ラ ッ チ カ バ ー ８ ０ に も 結 合 部 分 ８ ２ ， ８ ５ に も 支 持 さ
れ て い る 。 こ の 深 溝 形 玉 軸 受 け ８ ８ は 半 径 方 向 外 側 に お い て 軸 方 向 で 段 部 ８ ９ に 支 持 さ れ
て お り 、 こ の 段 部 ８ ９ は 支 承 体 ８ １ に 半 径 方 向 内 側 で 設 け ら れ て い る 。 段 部 ８ ９ と は 反 対
の 側 で は 、 深 溝 形 玉 軸 受 け ８ ８ が 半 径 方 向 外 側 で 支 持 リ ン グ デ ィ ス ク ９ １ に 支 持 さ れ て い
る 。 こ の 支 持 リ ン グ デ ィ ス ク ９ １ は 軸 方 向 で 支 承 体 ８ １ に 位 置 固 定 さ れ て お り 、 こ の 場 合
、 支 持 リ ン グ デ ィ ス ク ９ １ は 、 支 承 体 ８ １ の 半 径 方 向 内 側 に 環 状 に 延 び る 溝 内 に 部 分 的 に
収 容 さ れ て い る 。 深 溝 形 玉 軸 受 け ８ ８ は 半 径 方 向 内 側 に お い て は 軸 方 向 で 、 硬 化 さ れ た 材
料 か ら 成 る 位 置 固 定 エ レ メ ン ト ９ ２ に 支 持 さ れ て い る 。 こ の 位 置 固 定 エ レ メ ン ト ９ ２ は 軸
方 向 で 結 合 部 分 ８ ２ に 支 持 さ れ て い る 。 反 対 の 側 の 半 径 方 向 で は 、 深 溝 形 玉 軸 受 け ８ ８ が
半 径 方 向 内 側 に お い て 結 合 部 分 ８ ５ に 支 持 さ れ て い る 。 さ ら に 、 ク ラ ッ チ カ バ ー ８ ０ に 設
け ら れ た 支 承 体 ８ １ と 、 結 合 部 分 ８ ２ の 、 軸 方 向 に 延 び る 固 定 区 分 と の 間 に は 、 半 径 方 向
軸 シ ー ル リ ン グ ９ ０ が 配 置 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ２ ４ 】
　 結 合 部 分 ８ ２ ， ８ ５ の 半 径 方 向 内 側 で は 、 変 速 機 入 力 軸 ９ ４ が 半 径 方 向 支 承 装 置 ９ ６ に
よ っ て 回 転 可 能 に 支 承 さ れ て い る 。 結 合 部 分 ８ ２ と 半 径 方 向 支 承 装 置 ９ ６ と の 間 に は 、 焼
入 れ も し く は 硬 化 さ れ た 材 料 か ら 成 る ス リ ー ブ ９ ８ が 配 置 さ れ て い る 。 こ の ス リ ー ブ ９ ８
は 閉 鎖 壁 ９ ９ と 一 体 に 結 合 さ れ て お り 、 こ の 閉 鎖 壁 ９ ９ は 内 側 の 中 空 の 変 速 機 入 力 軸 ９ ４
の 端 部 に 、 こ の 変 速 機 入 力 軸 ９ ４ に 対 し て 小 さ な 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ て い る 。 変 速 機 入
力 軸 ９ ４ の 開 い た 端 部 は 絞 り 体 １ ０ １ に よ っ て 閉 鎖 さ れ て い る 。 こ の 絞 り 体 １ ０ １ を 通 じ
て 、 変 速 機 入 力 軸 ９ ４ の 内 部 か ら 半 径 方 向 支 承 装 置 ９ ６ へ 向 か っ て 潤 滑 剤 が 流 入 し 得 る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 変 速 機 入 力 軸 ９ ４ は 歯 列 １ ０ ３ を 介 し て ク ラ ッ チ 装 置 ま た は 振 動 減 衰 装 置 の 出 力 部 分 １
０ ５ に 相 対 回 動 不 能 に 結 合 さ れ て い る 。 軸 方 向 で 出 力 部 分 １ ０ ５ と 結 合 部 分 ８ ５ と の 間 に
は 、 ス ラ ス ト 軸 受 け の よ う な 軸 方 向 支 承 装 置 １ ０ ８ が 配 置 さ れ て い る 。 変 速 機 入 力 軸 ９ ４
に 設 け ら れ た 溝 内 に 部 分 的 に 配 置 さ れ て い る 位 置 固 定 リ ン グ １ １ ０ に よ り 、 変 速 機 入 力 軸
９ ４ は 軸 方 向 で 出 力 部 分 １ ０ ５ に 対 し て 相 対 的 に 位 置 固 定 さ れ る 。 結 合 部 分 ８ ２ は 駆 動 ユ
ニ ッ ト 、 特 に 内 燃 機 関 の 出 力 軸 （ 図 示 し な い ） に 相 対 回 動 不 能 に 結 合 さ れ て い る 。 結 合 部
分 ８ ５ は 振 動 減 衰 装 置 の 入 力 部 分 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ３ に は 、 本 発 明 に よ る ト ル ク 伝 達 装 置 の 、 図 １ に 示 し た 実 施 例 と 類 似 し た 実 施 例 が 図
示 さ れ て い る 。 同 一 の 部 分 ま た は 同 様 の 部 分 に は 、 図 １ の 実 施 例 の 場 合 と 同 じ 符 号 が 使 用
さ れ る 。 同 一 の 部 分 ま た は 同 様 の 部 分 に つ い て は 、 図 １ に つ き 説 明 し た 通 り で あ る の で 、
繰 り 返 し を 避 け る た め に 、 こ れ ら の 部 分 の 詳 し い 説 明 は 省 略 す る 。 以 下 に お い て は 、 両 実
施 例 の 間 の 相 違 点 に つ い て の み 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ３ に 示 し た 実 施 例 で は 、 ハ ブ 部 分 １ ５ が 単 一 部 分 か ら 形 成 さ れ て い る の で は な く 、 ２
つ の 部 分 か ら 形 成 さ れ て い る 。 ハ ブ 部 分 １ ５ は ハ ブ 支 承 部 分 １ ２ １ を 有 し て お り 、 こ の ハ
ブ 支 承 部 分 １ ２ １ は 着 脱 自 在 に 、 つ ま り 繰 返 し 破 壊 な し に 分 離 可 能 に 、 カ ッ プ リ ン グ 部 分
１ ２ ４ に 相 対 回 動 不 能 に 取 付 け 可 能 で あ る 。 ハ ブ 支 承 部 分 １ ２ １ は 円 錐 形 の 区 分 １ ２ ５ を
有 し て お り 、 こ の 円 錐 形 の 区 分 １ ２ ５ は 変 速 機 に 向 か っ て 先 細 り に な っ て い る 。 こ の 円 錐
形 の 区 分 １ ２ ５ は さ ら に 内 歯 列 を 備 え て い る 。 カ ッ プ リ ン グ 部 分 １ ２ ４ は 円 錐 形 の 区 分 １
２ ６ を 有 し て お り 、 こ の 円 錐 形 の 区 分 １ ２ ６ は ハ ブ 支 承 部 分 １ ２ １ に 設 け ら れ た 円 錐 形 の
区 分 １ ２ ５ に 対 し て 相 補 的 に 形 成 さ れ て い る 。 カ ッ プ リ ン グ 部 分 １ ２ ４ の 円 錐 形 の 区 分 １
２ ６ は 外 歯 列 を 備 え て お り 、 こ の 外 歯 列 は ハ ブ 支 承 部 分 １ ２ １ の 内 歯 列 と 噛 み 合 っ て い る
。 円 錐 形 の 形 状 に 基 づ き 、 ハ ブ 支 承 部 分 １ ２ １ に お け る カ ッ プ リ ン グ 部 分 １ ２ ４ の 遊 び な
し の 固 定 が 保 証 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 カ ッ プ リ ン グ 部 分 １ ２ ４ は ボ ル ト １ ２ ８ を 用 い て ハ ブ 支 承 部 分 １ ２ １ に 軸 方 向 で 位 置 固
定 さ れ て い る 。 ボ ル ト １ ２ ８ の 、 変 速 機 寄 り の 端 部 に は 、 段 部 １ ３ ０ が 設 け ら れ て い る 。
ボ ル ト １ ２ ８ は こ の 段 部 １ ３ ０ に よ っ て 、 ハ ブ 支 承 部 分 １ ２ １ の 変 速 機 寄 り の 端 部 に 支 持
さ れ て い る 。 半 径 方 向 で ボ ル ト １ ２ ８ と カ ッ プ リ ン グ 部 分 １ ２ ４ と の 間 に は 、 雄 ね じ 山 を
備 え た ね じ 山 付 き ス リ ー ブ １ ３ ２ が 設 け ら れ て お り 、 こ の ね じ 山 付 き ス リ ー ブ １ ３ ２ の 雄
ね じ 山 は カ ッ プ リ ン グ 部 分 １ ２ ４ に 設 け ら れ た 相 補 的 な 雌 ね じ 山 と 螺 合 す る よ う に ね じ 込
ま れ て い る 。 ね じ 山 付 き ス リ ー ブ １ ３ ２ の 変 速 機 寄 り の 端 部 は 、 ハ ブ 支 承 部 分 １ ２ １ に 支
持 さ れ て い る 。 ね じ 山 付 き ス リ ー ブ １ ３ ２ の 、 変 速 機 と は 反 対 の 側 の 端 部 は 、 つ ば １ ３ ４
を 有 し て い る 。 こ の つ ば １ ３ ４ の 、 変 速 機 と は 反 対 の 側 に は 、 ナ ッ ト １ ３ ６ が 接 触 し て お
り 、 こ の ナ ッ ト １ ３ ６ は ボ ル ト １ ２ ８ の 、 変 速 機 と は 反 対 の 側 の 端 部 に 被 せ ら れ て 螺 合 さ
れ て い る 。 ボ ル ト １ ２ ８ の 変 速 機 寄 り の 端 部 に は 、 ラ ジ ア ル 軸 受 け １ ４ ０ が 設 け ら れ て お
り 、 こ の ラ ジ ア ル 軸 受 け １ ４ ０ に よ り 、 ハ ブ 支 承 部 分 １ ２ １ に は 内 側 の 変 速 機 入 力 軸 １ ４
２ が 間 接 的 に 支 承 さ れ て い る 。 こ の 内 側 の 変 速 機 入 力 軸 １ ４ ２ は 中 空 の 外 側 の 変 速 機 入 力
軸 １ ４ ４ 内 に 回 転 可 能 に 配 置 さ れ て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

10

20

30

40

50

(7) JP 2006-10076 A 2006.1.12



【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に よ る ト ル ク 伝 達 装 置 を 示 す 半 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 例 に よ る ト ル ク 伝 達 装 置 の 一 部 を 拡 大 し て 示 す 縦 断 面 図 で あ る
。
【 図 ３ 】 本 発 明 の さ ら に 別 の 実 施 例 に よ る ト ル ク 伝 達 装 置 を 示 す 半 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 １ 　 パ ワ ー ト レ ー ン
　 ３ 　 駆 動 ユ ニ ッ ト
　 ５ 　 変 速 機
　 ６ 　 ツ イ ン ク ラ ッ チ
　 ８ 　 振 動 減 衰 装 置
　 １ ０ 　 駆 動 出 力 部 分
　 １ １ 　 ス タ ー タ リ ン グ ギ ヤ
　 １ ２ 　 ね じ 結 合 部
　 １ ４ 　 結 合 部 分
　 １ ５ 　 ハ ブ 部 分
　 １ ７ 　 入 力 部 分
　 ２ ０ 　 ク ラ ッ チ カ バ ー
　 ２ １ 　 シ ー ル 部 材
　 ２ ４ 　 変 速 機 ハ ウ ジ ン グ 区 分
　 ２ ５ 　 支 承 体
　 ２ ６ 　 シ ー ル 装 置
　 ２ ７ 　 段 部
　 ２ ８ 　 半 径 方 向 支 承 装 置
　 ２ ９ 　 付 加 マ ス
　 ３ ０ 　 振 動 減 衰 ケ ー ジ
　 ３ ２ 　 ば ね 装 置
　 ３ ４ 　 出 力 部 分
　 ３ ６ 　 結 合 部 分
　 ３ ８ 　 支 承 ポ ッ ト
　 ４ ０ 　 支 承 切 欠 き
　 ４ １ 　 外 側 多 板 支 持 体
　 ４ ２ 　 第 １ の 多 板 式 ク ラ ッ チ 機 構
　 ４ ４ 　 内 側 多 板 支 持 体
　 ４ ６ 　 ハ ブ 部 分
　 ４ ７ 　 第 １ の 変 速 機 入 力 軸
　 ５ ０ 　 結 合 部 分
　 ５ １ 　 付 加 マ ス
　 ５ ２ 　 外 側 多 板 支 持 体
　 ５ ４ 　 第 ２ の 多 板 式 ク ラ ッ チ 機 構
　 ５ ６ 　 内 側 多 板 支 持 体
　 ５ ８ 　 ハ ブ 部 分
　 ５ ９ 　 第 ２ の 変 速 機 入 力 軸
　 ６ １ ， ６ ２ 　 操 作 レ バ ー
　 ６ ５ ， ６ ６ 　 操 作 支 承 部
　 ６ ７ ， ６ ８ 　 操 作 ピ ス ト ン
　 ８ ０ 　 ク ラ ッ チ カ バ ー
　 ８ １ 　 支 承 体
　 ８ ２ ， ８ ５ 　 結 合 部 分
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　 ８ ６ 　 溶 接 シ ー ム
　 ８ ８ 　 支 承 装 置
　 ８ ９ 　 段 部
　 ９ ０ 　 半 径 方 向 軸 シ ー ル リ ン グ
　 ９ １ 　 支 持 リ ン グ デ ィ ス ク
　 ９ ２ 　 位 置 固 定 エ レ メ ン ト
　 ９ ４ 　 変 速 機 入 力 軸
　 ９ ６ 　 半 径 方 向 支 承 装 置
　 ９ ８ 　 ス リ ー ブ
　 ９ ９ 　 閉 鎖 壁
　 １ ０ １ 　 絞 り 体
　 １ ０ ３ 　 歯 列
　 １ ０ ５ 　 出 力 部 分
　 １ ０ ８ 　 軸 方 向 支 承 装 置
　 １ １ ０ 　 位 置 固 定 リ ン グ
　 １ ２ １ 　 ハ ブ 支 承 部 分
　 １ ２ ４ 　 カ ッ プ リ ン グ 部 分
　 １ ２ ５ ， １ ２ ６ 　 円 錐 形 の 区 分
　 １ ２ ８ 　 ボ ル ト
　 １ ３ ０ 　 段 部
　 １ ３ ２ 　 ね じ 山 付 き ス リ ー ブ
　 １ ３ ４ 　 つ ば
　 １ ３ ６ 　 ナ ッ ト
　 １ ４ ０ 　 ラ ジ ア ル 軸 受 け
　 １ ４ ２ 　 内 側 の 変 速 機 入 力 軸
　 １ ４ ４ 　 外 側 の 変 速 機 入 力 軸
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【 図 ３ 】
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